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・地域づくり連絡会などで地区別計画の振り返りを行う。

・地域ケア会議では、個別ケースの会議を積み重ねることにより地域課題を抽出し、包括レベルの会議開催をめ
ざしていく。

・ホームページやSNSなどのオンラインも活用しながら、ケアプラザの周知に努める。

　新型コロナの状況変化を踏まえた地域活動の復活、新たな活動に対し、ケアプラザとして積極的に協力し、多くの方々
の参加、交流の場の増加につながった。
　相談業務では、本年度、相談件数は減少傾向にあるものの困難ケースは多く、5職種の連携により対応。地域ケア会議
は、個別ケースについて２回実施して地域課題の整理、抽出に繋げている。認知症理解促進では、認知症サポーター養
成講座を町内会、小学校で実施した。小・中学校からの依頼に応じて、出張講座(福祉教育)を行った。
介護事業所連絡会の開催、見守り協力事業者の訪問など地域との連携、協力により、見守り体制を築いている。
　地域のニーズに即して、ウォーキング等の介護予防事業、エンディングノートの書き方、記憶の仕組などの講座を開催し
た。
　第4期ひまわりプラン日野・日野南地区計画の振返り、推進では、事務局としての機能を果たしている。
　広報では、紙ベースに加え、LINE公式アカウント(昨年度開設)の定期的な発信を検討し、周知に努めている。
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◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
　地域では引き続きコロナ感染症対策を取りながら、継続、再開されたイベントなどの活動が多く見受けられようになった。
コロナ禍で外出の機会や人との交流が減っていたため、これらのイベント等は地域の方々から喜ばれ、多くの参加者があ
り、健康維持、活動意欲の向上に寄与している。引き続き、地域と連携して活動を支援していきたい。
　相談については、日野地区、日野南地区とも、本人支援だけでなく家族まで視野に入れた支援が必要なケースが多く、
さらに重篤化する前の早期発見、相談も望まれるところ。専門職や地域の方々との連携はますます重要となっている。介
護保険サービスの隙間を埋める既存の活動や集いの場等を続けていけるよう、ケアプラザ内の各専門職が情報収集を行
い、インフォーマルサービスを支援に活かしながら地域との連携を深めることが不可欠である。
　地域活動を担ってきた方々の高齢化や高齢者の就業増加等によって活動の担い手確保が課題となり、様々な世代が負
担感なく活動を担えるようにする必要がある。地域でもこの認識に立ち、検討が始まり、その動きも出つつある。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・支援記録、アセスメントシートから読み取れた情報や各職種が把握する情報をアセスメント会議で共有し、計画
的に課題の整理、分析を行う。

・生活支援コーディネーターと協力し、幅広いグループや職種、年代の方に、認知症サポーター養成講座への参
加に興味・関心を持ってもらうよう働きかける。また、主体的にスタッフとして活動に参加できる人材を育成する。



□ 区からのコメント
　今後ますます地域活動を担う方々の高齢化が進むなか、青少年や青少年の親世代の福祉に対する理解・協力を進めて
いくことは大切です。そのような状況で、小中学校での福祉教育の実施やケアプラザのイベントに中学生のボランティアに
協力いただくなど、学校や若い世代と関係を構築しています。今後も学校等との協働の取組を進めていただければと思い
ます。
　職員体制が不安定な時期もあった中で、個別支援と事業の両面をケアプラザ内で協力し対応していただきました。地域
や関係機関からケアプラザへの相談が多いのも、丁寧な個別支援と着実な事業実施の成果だと思います。また、ケアマ
ネジャーからの相談に対しても、利用者やそのご家族を第一に考えながら、インフォーマルサービスやサービスBをうまく
利用できるよう意識していただいています。引き続き、地域やケアマネジャー等からの信頼が継続するよう、５職種会議等
を通じた個別支援と地域支援の連携に取り組んでいただくことを期待します。


